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 第 78 号  

春
め
い
て
棚
田
に
藁
を
焼
く
け
む
り 

水
音
を
つ
な
ぐ
棚
田
に
春
出
水 
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泉
美
知
子 

 

 

【COP10ロゴマーク】 

「いのちの共生を、 

未来に」 

田園再生セミナー in 名古屋 for COP10 

 
～自然と共生する農村づくり～ 

  

一
月
十
五
日
、
農
林
水
産
省
と
（
社
）
農
村

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
主
催
で
「
農
村
の
生
物
多

様
性
保
全
に
向
け
た
今
後
の
展
開
」
に
つ
い
て

議
論
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち(

名

古
屋
市)

を
会
場
に
開
か
れ
た
。 

保
存
会
は
「
生
き
物
と
共
生
し
た
こ
め
づ
く

り
・
村
づ
く
り
」
を
主
題
に
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン(

写
真
左)

に
出
展
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
パ
ネ
リ
ス
ト(
写
真
下)

と

し
て
実
践
活
動
な
ど
の
発
表
を
行
っ
た
。 

本
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、

「
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
」
入
賞
事
例
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
赤
松
農
林
水
産

大
臣
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

 

赤
松
大
臣
、
進
士
審
査
委

員
長
は
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

(

松
下
誠
、
高
橋
孝
行
、
原
田

英
史
、
小
山
舜
二)

と
受
賞
記

念
写
真
に
も
快
く
応
じ
て
い

た
だ
き
、
大
き
な
感
激
を
頂

戴
し
た
。 

農農農   林林林   水水水   産産産   大大大   臣臣臣   賞賞賞   受受受   賞賞賞   



大
臣
記
者
会
見 

 
一
月
十
九
日
、赤
松
農
林
水
産
大
臣
は
農
林

水
産
省
会
見
室
に
お
い
て
記
者
会
見
が
行
わ

れ
た
。
記
者
の
「
来
年
度
、
予
算
に
も
含
ま
れ

て
い
る
名
古
屋
でCOP10

が
行
わ
れ
る
の
で
、

大
枠
の
方
向
性
を
確
認
し
た
い
。」
と
、
突
然

の
質
問
の
な
か
で
、COP10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
の
田
園
自
然
再
生
コ
ン
ク
ー
ル
が
名

古
屋
で
あ
り
、
是
非
、
自
分
の
勉
強
の
た
め
に

も
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
、
大

臣
賞
と
い
う
こ
と
で
、鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ(

生
物
多
様

性
に
富
ん
だ)

で
す
が
、
そ
こ
を
表
彰
し
た
わ

け
で
す
が･･･

等
々
、
大
臣
の
自
然
な
発
言
の

な
か
で
コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
と
、鞍
掛
山
麓
千

枚
田
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
臣
は
、
表
彰
式
前
に
稲
垣
副
知
事
、
農
水

省
局
長
を
交
え
、二
十
分
間
の
会
見
の
場
を
作

っ
て
い
た
だ
き
、
我
々
の
活
動
、
取
組
を
非
常

に
素
晴
ら
し
い
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
十
六
回
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員 

実
践
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
研

修
会 

 

二
月
二
日
・
三
日
、
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
主

催
の
ふ
る
さ
と
指
導
員
実
践
活
動
リ
ー
ダ
ー

全
国
研
修
会
が
三
島
市
民
文
化
会
館
で
行
わ

れ
、
愛
知
県
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員
小
山

舜
二
が
受
講
し
た
。 

研
修 

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

寄
り
合
い)

で
は
市
街
点
検
、
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
な

ど
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
の
纏
め
か
た
等
を

学
ん
だ
。 

              
②
地
域
の
魅
力
資
源
＆
課
題
発
見
歩
き
で

は
三
島
市
の
駅
前
商
店
街
は
約
十
五
年
前

ま
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
比
率
が
三
～
四

割
で
あ
っ
た
が
現
在
は
空
き
店
舗
が
一
軒

も
な
く
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

「
水
の
都
」
三
島
市
は
湧
き
水
の
減
尐

や
ゴ
ミ
の
放
棄
、
雑
排
水
の
混
入
で
環
境

悪
化
に
苦
し
み
街
も
沈
滞
化
し
て
い
た
。

市
民
は
ふ
る
里
・
三
島
を
取
り
戻
そ
う
と

「
右
手
に
ス
コ
ッ
プ
、
左
手
に
缶
ビ
ー
ル
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
源
兵
衛
川
の
再

生
に
立
ち
上
が
っ
た
。
今
で
は
ホ
タ
ル
も

飛
び
交
い
、
絶
滅
し
た
三
島
梅
花
藻
の
復

活
を
果
し
た
。
観
光
客
も
年
間
数
万
人
か

ら
三
十
五
万
人
余
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
の
手
始
め
と
し
て
、
東
京
の
観

光
会
社
と
「
源
兵
衛
川
の
ゴ
ミ
拾
い
ツ
ア

ー
」
を
企
画
。
都
市
住
民
の
環
境
意
識
が

源
兵
衛
川
の
再
生
に
大
き
く
貢
献
、
こ
れ

を
事
例
に
数
々
の
地
域
活
動(

企
業
連
携
、

ビ
オ
ト
ー
プ
造
成
な
ど)

に
拍
車
が
か
か

っ
た
。
等
々
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
都

市
づ
く
り
、
ま
た
、
そ
の
拠
点
と
し
て
「
グ

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
」
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
、
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
。 

作
業
道
の
補
修 

二
月
七
日
、
十
四
日
、
保
存
会
は
千
枚
田

入
り
口
付
近
と
古
宿
か
ら
の
作
業
道(

景
観

道)

の
陥
没
カ
所
補
修
を
行
っ
た
。
こ
の
、

補
修
作
業
は
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
」
事

業
の
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た
。 

                  

 

心
配
事
：
平
成
十
四
年
、
ふ
る
さ
と
水
と

土
ふ
れ
あ
い
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設(

ベ

ン
チ
や
四
阿
の
屋
根
な
ど)

も
老
朽
化
、
今

後
の
メ
ン
テ
の
行
方
に
心
が
痛
む
。
特
に
、

本
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
開
催
に
ち
な
み
外
国

か
ら
の
訪
問
や
、
数
多
く
の
観
察
会
が
計
画

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
心
配
だ
。 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
特
別
番
組 

 

愛
知
県COP10

特
別
番
組
「
森
の
い
の
ち
、

つ
な
い
で
い
こ
う
」
～
愛
知
の
森
の
お
い
し
い

物
語
～
と
題
し
て
タ
レ
ン
ト
の
ま
え
だ
ま
え

だ
と
お
笑
い
芸
人
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
軽

快
な
テ
ン
ポ
で
四
谷
の
千
枚
田
や
県
内
山
間

部
を
ロ
ケ
し
、
三
月
十
四
日(

日)

、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ
午
後
四
時
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。 

 

愛
知
県
は
こ
の
番
組
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
、
県

内
図
書
館
や
教
育
関
係
等
に
配
布
予
定
。
ま
た
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等

で
も
公
開
さ
れ
る
。 

保
存
活
動
現
地
調
査 

 

大
阪
府
は
、
農
林
行
政
に
携
わ
る
若
手
職
員

を
中
心
と
し
て
【
遊
休
農
地
が
尐
な
い
地
域
で

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
等
】
に
つ

い
て
調
査
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て

全
国
農
村
振
興
技
術
連
盟
『
農
村
振
興
』
第
７

１
８
号
の
掲
載
記
事
【
四
谷
の
千
枚
田
か
ら
】

を
読
み
、
そ
の
事
例
を
収
集
し
て
新
た
な
方
策

の
参
考
に
し
た
い
趣
旨
か
ら
二
月
二
十
七
日
、

そ
の
、
メ
ン
バ
ー
が
千
枚
田
を
訪
れ
ま
す 

行 
 

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

ワークショップ 


